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Guidance on water intake efectively improves urinay frequncy in 











(対象と方法 )24 時間尿量が体重 X30 をこえる夜間多尿による夜間頻尿を有する 65 例を対象とし、 24 時間尿
量/体重が 30 以下になるように飲水ならびに食事内容の変更を求めた。治療前と治療開始 1 か月後に排尿
記録および一日飲水量を記録してもらい、体重、血圧、血液生化学、尿中アノレギニンパゾフ。レッシン濃度
(uAVP) 、血竣および尿浸透圧を測定し、飲水制限による治療効果ならびに副作用の有無について評価した。
(結果 )24 時間尿量、 24 時間尿量/体重、夜間排尿回数、夜間尿量、 24 時間飲水量、昼間飲水量および夕刻
飲水量は有意に減少し、その平均値はそれぞれ、 612 土490mL 、10.3 土7.9mL/kg 、1. 0土1. 2 回、 30 土301m




群で比較すると、治療前の血援浸透圧、起床時 uAVP/Cr 、夜間排尿回数、治療前後の変化量として、 24 時
間尿量/体重、 24 時間飲水量、昼間飲水量が有意差を示し、多変量解析では、 24 時間尿量の変化量および
昼間飲水量の変化量が独立影響因子で、あった。
(結論 )24 時間尿量/体重が 30 をこえる夜間多尿を有する症例では、飲水指導は有効かつ安全な life style 
therapy である。飲水指導において、飲水制限は夕刻のみの飲水制限ではなく、日中を通じて行うことが重要
である。
